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地
域
の
安
全
を
支
え
る
若
き
力 

 

〜
七
ヶ
浜
湊
浜
地
区
自
主
防
災
訓
練
に
参
加
〜 

11
月
２
日
（
日
）
、

湊
浜
地
区
で
行
わ

れ
た「
第
22
回
自
主

防
災
訓
練
」
に
、
本

校
の
二
年
生
代
表

五
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
回
の
訓
練

は
、
平
日
の
昼
間
に

発
生
し
た
地
震
を

想
定
し
、
在
宅
す
る

高
齢
者
の
安
否
確

認
や
初
期
消
火
に
重

点
を
置
い
た
、
極
め

て
実
践
的
な
内
容
で

す
。
生
徒
た
ち
は
、

各
班
の「
安
否
確
認

の
声
が
け
」
や「
自
宅

か
ら
の
消
火
器
結

集
」
が
円
滑
に
行
わ

れ
て
い
る
か
を
評
価

す
る
「
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」
と
い
う
大
役
を

担
い
ま
し
た
。
訓
練

後
の
会
議
で
は
、「
高
齢
者
の
方
が
助
け
を
呼
び
や
す
い
合
図
を

決
め
て
は
ど
う
か
」「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
情
報
共
有
を
も
っ
と

広
め
た
い
」
な
ど
、
若
者
ら
し
い
視
点
で
具
体
的
な
改
善
案
を

堂
々
と
提
案
し
ま
し
た
。 

 

地
域
の
方
々
か
ら
は「
高
校
生
の
客
観
的
な
意
見
が
、
自
分
た

ち
の
盲
点
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
地
域
の
一
員
と
し
て
、
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を

真
剣
に
考
え
る
、
頼
も
し
い
姿
が
見
ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

普
通
科
学
科 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
施
！ 

10
月
21
日
（
火
）
、
一
年
生
普
通
科
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
「
多
賀
城
」「
蒲
生
干

潟
」
「
七
ヶ
浜
」「
塩
釜
」「
石
巻
」「
鹿
島
台
」
の
六
コ
ー
ス
に

分
か
れ
、
地
域
の
最
先
端
技
術
や
環
境
保
全
、
震
災
復
興
の
現

場
を
直
接
訪
ね
ま
し
た
。
蒲
生
干
潟
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
西
條

優
李
さ
ん
（
高
砂
中
出
身
）

は
、「
専
門
の
先
生
か
ら
土
壌

や
生
態
系
、
塩
分
濃
度
に
つ

い
て
直
接
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
普
通
に
生
き
て
い
た
ら

知
る
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重

な
体
験
ば
か
り
だ
っ
た
」
と
、

事
前
学
習
を
超
え
る
「
本
物
」

と
の
出
会
い
に
感
動
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
の
情
熱
や
専
門
的
な
技

術
と
結
び
つ
い
た
と
き
、
学

び
は
よ
り
確
か
な
も
の
へ
と

進
化
し
ま
し
た
。 

世
界
へ
発
信
！
災
害
科
学
科 

「ま
な
ぼ
う
さ
い
」で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
施 

 

12
月
６
日
（
土
）
イ

オ
ン
モ
ー
ル
新
利
府
に

て
防
災
啓
発
イ
ベ
ン
ト

「
ま
な
ぼ
う
さ
い
」
が
開

催
さ
れ
、
災
害
科
学
科

の
一
年
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、

仙
台
管
区
気
象
台
監

修
の「
後
発
地
震
注
意

情
報
」
に
関
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
来

場
者
に
命
を
守
る
行

動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
学
科
の
存
在
意
義
を
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。
災
害
科
学
科
と
し
て
の
誇
り
と
責
任
を
強
く
意
識
し
た

貴
重
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
で
「仙
台
未
来
宣
言
」を
発
表 

 

11
月
5
日
、
仙
台
市
で「
『
世
界
津
波
の
日
』
二
〇
二
五
高
校

生
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
を
含
む
10
か
国
か
ら

88
名
の
高
校
生
が
集
い
、
本
校
か
ら
は
災
害
科
学
科
二
年
生
三

名
が
参
加
。
平
間
夢
人
さ
ん
が
副
議
長
と
い
う
大
役
を
務
め
ま

し
た
。
平
間
さ
ん
は
開
催
に
先
立
ち
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本

部
を
訪
問
。
多
様
な

価
値
観
が
共
存
す
る

世
界
の
広
さ
を
肌
で

感
じ
な
が
ら
、
サ
ミ
ッ

ト
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
本
番
の
サ
ミ

ッ
ト
で
は
、
各
国
の
高

校
生
と
「
災
害
へ
の
捉

え
方
の
違
い
」
に
つ
い
て

議
論
を
深
め
、
最
終
日

に
は
行
動
指
針
で
あ

る
「
仙
台
未
来
宣
言
」

を
堂
々
と
発
表
し
ま

し
た
。
世
界
の
若
き
リ

ー
ダ
ー
た
ち
と
結
ん

だ「
き
ず
な
」は
、
今
後

の
災
害
科
学
科
の
活

動
に
新
た
な
息
吹
を

吹
き
込
ん
で
く
れ
る

は
ず
で
す
。 

 

吹
奏
楽
部 

四
名
が
東
北
大
会
へ
！ 

ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト
で
音
楽
性
を
深
化 

 

12
月
26
日
（
金
）
と
27
日
（
土
）
、
宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て「
全
日
本
中
学
生
・

高
校
生
管
打
楽
器
ソ
ロ

コ
ン
テ
ス
ト
南
東
北
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
校
吹
奏
楽
部
か

ら
は
、
フ
ル
ー
ト
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
サ
ッ
ク

ス
、
マ
リ
ン
バ
の
部
員
が
、
東
北
大
会
へ
の
推
薦
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ソ
ロ
演
奏
は
、
伴
奏
者
と
共
に
自
身
の
音
色
だ
け
で
楽
曲
を

表
現
す
る
、
非
常
に
精
神
力
が
求
め
ら
れ
る
舞
台
で
す
。
出
場
し

た
部
員
た
ち
は
、
楽
曲
の
背
景
や
楽
器
特
有
の
音
色
を
深
く
研

究
し
、
真
摯
に
音
楽
と
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
惜
し
く
も
推
薦

を
逃
し
た
部
員
も
含
め
、
一
人
一
人
が
最
後
ま
で
堂
々
と
吹
き

き
り
、
表
現
力
を
大
き
く
養
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

柔
道
部 

女
子
団
体
・初
の
東
北
大
会
へ
！ 

選
手
権
大
会
で
躍
進
！ 

 

12
月
20
日
（
土
）
か
ら
21
日
（
日
）
に
か
け
て
、
宮
城
県
高
等

学
校
柔
道
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
柔
道
部
は
、

日
頃
の
厳
し
い
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い
結

果
を
残
し
ま
し
た
。
団
体
戦
で
は
、
女
子
が
小
牛
田
農
林
高
校
を

破
る
な
ど
快
進
撃
を
見
せ
、
見
事
第
三
位
に
入
賞
。
創
部
以
来

初
と
な
る
、
団
体
で
の
東
北
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
男
子
は

惜
し
く
も
一
回
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
強
豪
校
を
相
手
に
一

歩
も
引
か
な
い
接
戦

を
演
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
個
人
戦
で
は
今

年
度
新
設
さ
れ
た

「
無
段
の
部
」
で
一
年

生
が
躍
動
し
ま
し

た
。
女
子
で
は
鈴
木

花
奈
さ
ん
が
優
勝
。

男
子
も
遠
藤
颯
さ

ん
が
第
二
位
、
佐
藤

謙
真
さ
ん
が
第
三

位
に
入
賞
し
、
三
名

が
揃
っ
て
東
北
大
会

へ
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。
お
忙
し
い

中
、
保
護
者
の
方
を

は
じ
め
、
沢
山
の
応

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 
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